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本アプリはdesknet's NEO V8.6 R1.0以降よりご利用いただけます
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アプリ概要



案件管理アプリ（一式）の構成に関して

案件管理アプリ（一式）は以下3つのアプリ構成になっています。

（1）アプリ名：顧客マスタ

顧客情報を登録するアプリです。

（2）アプリ名：案件管理

案件情報を登録・管理するアプリです。

（3）アプリ名：案件フォロー履歴

案件に対するフォロー内容を記録するアプリです。
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部品名

【自動採番 】
フォローレコード番号

取引先名

案件担当者

案件担当部署

顧客レコード番号

案件名

案件レコード番号

対応者

︙

案件管理アプリ（一式）の構図（1）

案件管理アプリ（一式）は下図のようにアプリ間のデータ連携が行える構成になっております。
入力の手間を省けるように、案件管理から、取引先を呼び出すことで付帯情報（水色）を反映し、

案件フォロー履歴からは、案件名を呼び出すことで付帯情報（茶色）を反映しております。

部品名

【自動採番 】
案件レコード番号

取引先名

案件担当者

案件担当部署

顧客レコード番号

案件名

︙

呼び出す

呼び出す

顧客マスタ 案件管理 案件フォロー履歴

部品名

【自動採番 】
顧客レコード番号

取引先名

担当者

部署

︙

 次スライドで連携画面を確認
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案件管理及び案件フォロー履歴からのデータ呼び出し

呼び出す 反映

呼び出す

反映
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案件管理アプリから
取引先情報の反映

案件フォロー履歴アプリから
案件情報の反映



案件管理アプリ（一式）の構図（2）

顧客マスタに参照データ一覧部品を配置することで、顧客レコード番号をキーに、
下図のように案件管理や案件フォロー履歴へデータ参照し、必要な情報を表示できます。

顧客マスタ 案件管理 案件フォロー履歴

部品名

【自動採番 】
顧客レコード番号

取引先名

担当者

部署

︙

部品名

【自動採番 】
案件レコード番号

取引先名

案件担当者

案件担当部署

顧客レコード番号

案件名

案件確度

提案金額

︙

部品名

【自動採番 】
フォローレコード番号

取引先名

案件担当者

案件担当部署

顧客レコード番号

案件名

案件レコード番号

対応日

対応者

対応内容

︙

参照データ一覧

案件名

案件確度

提案金額

案件担当者

案件担当部署

参照データ一覧

案件名

対応日

対応者

対応内容

 次スライドで連携画面を確認
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参照データ一覧部品による他アプリデータ参照

顧客マスタを見るだけで、関連する案件ステータスや対応履歴を確認できます。
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参照データ一覧部品

参照データ一覧部品



利用イメージ

顧客マスタにて、取引先を登録しよう！

案件発生後、案件管理アプリにて、案件を登録しよう！

案件フォロー時は、案件フォロー履歴アプリにて、フォロー内容を記録しよう！
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アプリ詳細



顧客マスタ一覧画面

顧客マスタ
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顧客登録画面

文字一行（自動採番）部品

参照データ一覧部品

参照データ一覧部品

顧客マスタ
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案件管理一覧画面
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案件管理 タブを切り替え、案件の絞り込みが可能です。

 次スライドで設定画面を確認



案件管理一覧画面 ‐ 一覧画面の複写と絞り込み（1）‐
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案件管理



案件管理一覧画面 ‐ 一覧画面の複写と絞り込み（2）‐
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案件管理

一覧画面の名称を入力する



案件管理一覧画面 ‐ 一覧画面の複写と絞り込み（3）‐
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案件管理
作成した一覧画面に対して、
データの既定の絞り込み設定を追加することで、
表示させたいデータを可変できます。

左図は次回フォロー日部品を使い、条件に合致したデータのみを
一覧画面に表示させるようにしています。
対象データを絞り込むポイントは条件のサンドイッチ（下図）です。

本日を「 2025年1月21日 」とした場合

次回フォロー日 が 今日から5日後 以前

次回フォロー日 が 今日 以降

1/21 1/22 1/23 1/24 1/25 1/26



案件登録画面（1）

文字一行（自動採番）部品 組織選択部品

ユーザー選択部品

初期値：自分 初期値：自部署

自動計算部品

検収日で指定した日付を元に、
売上年度が算出できるよう以下構文を使用

IF(MONTH({{検収日}})<=3,YEAR({{検収日}})-1,YEAR({{検収日}}))

自動計算部品

参照データ一覧部品

アプリ間連携 赤枠が反映

表部品

表部品で［ 追加 ］をクリックすると、フィールドが
増える仕様。提案金額は小計を加算

以下構文を使用
SUM({{提案内容}}.{{小計}})

案件管理

四角形部品（透明）で覆っているた
め、

変更できないよう制御
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案件登録画面（2）

案件管理
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自動計算部品

関数は VALUE_OF_MAX を使用し、
【 参照データ一覧：本案件のフォロー履歴 】内の［ 対応日 ］において、
最大値を含む行を求め、その行の［ 次回フォロー日 ］を算出しています。
以下構文を使用。

VALUE_OF_MAX({{本案件のフォロー履歴}}.{{次回フォロー日}},{{本案件のフォロー履歴}}.{{対応日}})



案件登録画面（3）

案件管理
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自動計算部品

関数は MAXIFを使用し、
【 参照データ一覧：本案件のフォロー履歴 】内の［ フォロー種別 ］が訪問を含む行で、
［ 対応日 ］の最大値を算出しています。また、IFとISBLANKを使用し、空白の場合は、#N/Aと表示
されないようにしています。以下構文を使用。

IF(ISBLANK(MAXIF({{本案件のフォロー履歴}}.{{対応日}},{{本案件のフォロー履歴}}.{{フォロー種別}}="訪問
")),"",MAXIF({{本案件のフォロー履歴}}.{{対応日}},{{本案件のフォロー履歴}}.{{フォロー種別}}="訪問"))



案件フォロー履歴一覧画面
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案件フォロー履歴



案件フォロー登録画面

案件フォロー履歴

アプリ間連携 赤枠が反映 文字一行（自動採番）部品

ユーザー選択部品

初期値：自分

参照データ一覧部品

四角形部品（透明）で覆っているた
め、

変更できないよう制御
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案件フォロー履歴アプリから案件のステータスを更新

案件管理アプリ内で案件のステータス更新する方法以外に、
下図のように、案件フォロー履歴アプリより、変更する方法もございます。
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案件フォロー履歴



案件フォロー履歴アプリから案件管理へのデータ更新（1）

P.18,P.19で解説した案件管理アプリ内の自動計算が
案件フォロー履歴でのフォロー更新タイミングで動作するよう、

以下自動処理設定を加えています。
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案件フォロー履歴



案件フォロー履歴アプリから案件管理へのデータ更新（2）
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案件フォロー履歴

自動処理を行うタイミングは、
案件フォロー履歴アプリで、

「 データの追加時、更新時 」としています。

自動処理の処理タイプは、
「 データを更新 」としています。

自動処理対象のアプリケーションは、
「 案件管理 」アプリとしています。

変更対象のデータを特定する条件として、
案件管理アプリ内の【 自動採番 】案件レコード番号と、

案件フォロー履歴アプリ内の案件レコード番号
にしています。

保存する値（データ更新する値）は、
案件管理アプリ内の顧客レコード番号に対して、

案件フォロー履歴内の顧客レコード番号を保存します。

ポイント

本自動処理は、実質、案件管理アプリ内
の対象データに対して、同じ顧客レコード
番号を上書きする処理となり、前スライド
に記載したとおり、自動計算（再計算）
を行うためだけの設定です。
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データ集計
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案件管理アプリ内の集計（1）

案件管理アプリ内に登録されたデータを集計することが可能です。

集計方法は、表計算ソフトのピボットテーブルを作成するイメージです。
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案件管理アプリ内の集計（2）

例えば、担当者やランク毎に受注予定金額を集計する場合の設定例
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案件フォロー履歴アプリ内の集計（1）

案件フォロー履歴アプリ内に登録されたデータを集計することが可能です。

集計方法は、表計算ソフトのピボットテーブルを作成するイメージです。
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例えば、担当者やフォロー種別毎に対応件数を集計する場合の設定例

案件フォロー履歴アプリ内の集計（2）
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メール通知
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メール通知（1）

AppSuiteはメール通知が可能です。

大前提として、メール通知を行う場合は、desknet's NEOメールサーバー設定が必要になります。
設定方法については、以下記事をご参考ください。

https://www.desknets.com/neo/users/media/desknets/8815/

AppSuiteではアプリ毎に通知の設定を行います。
今回は、案件管理アプリ内で、【 次回フォロー日を超過したことを案件担当者へ毎日通知する 】
方法について解説いたします。

https://www.desknets.com/neo/users/media/desknets/8815/


32

メール通知（2）

タイトルは設定内容が想像できるタイトルが望ましいです。
間隔の設定（プルダウン）で、メール通知を配信するタイミングを設定します。

通知実行期間を設定

朝6時に通知が実行されるよう時刻設定
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メール通知（3）

ここでは、どのような条件で、どのような処理を実行するか、設定します。
処理対象の絞り込みは、次回フォロー日が今日より前の案件とします。
＝本日時点で次回フォロー日を超過した案件となります。

処理タイプは、下図のように3パターンございますが、
今回は、［ データの内容を1件毎にメール通知 ］を選択します。
例：フォロー対象が5件の場合に、それぞれ5通のメールで知らせます。
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メール通知（4）

誰に通知させるかを設定します。
［ 部品選択 ］を使うことで、通知先を案件により可変できます。
下図は、通知先を案件管理アプリ内に配置した案件担当者にしています。

案件管理アプリ一覧画面

案件担当者

次回フォロー日：期限切れ

ポイント

通知メールを受け取るために
は、通知先のユーザーに対し
て、AppSuiteのライセンスが
必要になります。
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メール通知（5）

通知文面は、通知書式画面右端の部品をクリックすることで、文面に自動印字されます。
部品だけ印字しても、メールを受け取った方が案件概要を判断しにくいため、
下図［ 案件名： ］といった補足をいれるのがポイントです。

1行目はメール件名となり、
2行目以降が本文となります。

詳細表示URLも自動で印字され、
メール受信者がクリックすることで、該当の案件
情報にアクセスできます。
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ポータルへの
アイコン反映
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ポータルへのアイコン反映（1）

案件管理アプリ（一式）は、desknet's NEOポータル画面から
ワンクリックで遷移させることが可能です。

下図青枠にアイコンを反映する方法について解説いたします。
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ポータルへのアイコン反映（2）

ポータルタイトルを入力

すべての選択解除をクリック
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ポータルへのアイコン反映（3）



お問い合わせ先
株式会社ネオジャパン カスタマーサクセス部

Mail：csuccess@desknets.com
TEL：045-640-5921
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